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は じ め に

　食に関する国民の価値観やライフスタイル等の多様化が進み、健全な食生

活を実践することが困難な場面が増えてきています。例えば、若い世代では

栄養バランスに配慮した食生活を送る人の割合が低く、高齢者では低栄養の

問題が指摘される等、食をめぐる諸課題への対応の必要性はさらに増してい

ます。

　また、日常生活では食の生産現場を意識することが難しくなっているなか

で、食料の生産から消費に至る食の循環を意識し、また環境への理解を進め

るとともに、地域に伝わる優れた食文化を未来に向けて守り伝えていくこと

も重要です。

　このような課題に対応するため、消費者のライフスタイルの特性・ニーズ

に応じた食育活動の推進に向け、食や農林漁業体験等を通じ、食育活動を実

践していただいている関係者の方々にアンケート調査を行いました。直面す

る問題点や課題をお聞きしたところ、様々なご意見をいただきましたので、

これらを整理し、今般、ガイドブックを作成しました。

　本ガイドブックは、消費者の現状をより正確に把握するため、10,000 人

のデータから、その食習慣や食育プログラムへの参加意識などを分析し、よ

り効果的で広がりのある食育活動を目指すための提案を行っております。こ

れからの食育活動の実践の参考としていただければ幸甚です。

　最後になりましたが、本ガイドブックの作成にご協力を賜りました関係者

の方々に、心より感謝申し上げます。

平成 28 年 3 月

農林水産省　消費・安全局　消費者行政課
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各アイコンは、それぞれの事例で実施しているプログラムを表します。

農林漁業体験

講師派遣・出前授業調理講習会・調理体験、加工体験

産地見学、工場・市場見学

4

？食育活動での

課題は何ですか
このチャートは食育活動を進めるにあたり、課題として多くあげられるものをまとめたものです。

現在進めている食育活動の中で当てはまる課題はありますか？

取組の工夫のヒントとなる事例をあげていますので、

これらを参考に、具体的な解決方法を見つけてください。

事例 から解決のヒントを探りましょう

今後、どのような改善が必要でしょうか？

もっと効果的な食育活動をしたい

活動主体の運営方法を見直したい
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食育プログラム実施のコツをノウハウ化（株式会社柳屋本店）

食育プログラムの運営で、従業員の自信向上（永利牛乳株式会社）

「楽しさ」 の実感でスタッフ育成（唐戸魚食塾）

豆をテーマに生産〜流通〜食卓まで（フジッコ株式会社）

スーパーマーケットの地域連携（株式会社マルイ）

園児が収穫からキッチンまで（一般社団法人岐阜県栄養士会）

乳和食のススメ 牧場から工場見学（永利牛乳株式会社）

卸売市場から魚食の発信（唐戸魚食塾）

ネットワークを活用して新たな食育プログラムを実施（株式会社ルネサンス）

地域の連携で食生活改善（神奈川・食育をすすめる会）

「地にぎりグランプリ」 で食文化の発信（地にぎり NIPPON）

参加者によって募集ツールを工夫（大阪いずみ市民生活協同組合）

年間計画を公開して、参加者アップ（北日本港湾コンサルタント株式会社）

web で食育プログラムの様子を公開（ソムリエファーム）

SNS でこれまでの参加者と交流（アスラボ（元麻布農園））

食コミュニティ ─食の力で地域の絆づくり（埼玉県鳩山町「食」コミュニティ会議）

水田のある風景を次世代へ（NPO 法人とうもんの会）

取組テーマを広げたい

参加者の募集や情報発信

現在の取組を次世代に継承したい

人材育成

活動の事後評価

資金の確保
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　食育活動の実施にあたり、まずは消費者の食生活や食育プログラムへの参加状況を見てみましょう。
　ここでは、2015 年８月に消費者 10,000 人を対象にインターネットで行ったアンケート調査

（以下「生活者アンケート」）の結果を紹介します。
　消費者の食習慣や食育プログラムへの参加状況を知ることで、食育活動がいかに重要であり、また
必要であるかを再確認しましょう。

（1）消費者の食習慣

1 週間 21 回の食事のうち半分以上（11 回）はバランスのよい食事を！
　バランスのよい食事とは「主食」、「主菜」、「副菜」という料理の 3 つの分類を基本とすることにより、
多様な食品を組み合わせ、必要な栄養素を摂ることです。この 3 つを揃えた食事を、1 週間の食事の
うち何回摂っているかについて、年齢別に調べた結果が図１です。
　朝食、昼食、夕食について、1 週間の 21 回の食事のうち、半分以上（11 回以上）主食・主菜・副
菜がそろった食事が摂れている回数を年齢別に比べてみると、年齢が高くなるほど、その割合が高い
ことがわかります。

図 1　一週間で「主食・主菜・副菜」3 つそろう回数（朝食・昼食・夕食の合計回数、全体）

第Ⅰ章

消費者の食習慣と食育プログラム

合計

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20代～40代

50才以上65才未満

65才以上

15.4%33.8%50.7%

21.7%39.9%38.4%

8.9%31.1%60.1%

3.4%
│18.3%78.3%

0～4回

5～10回

11～21回

合計 10,000 人
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図 2　一週間で「主食・主菜・副菜」3 つそろう回数（朝食）

図 3　一週間で「主食・主菜・副菜」3 つそろう回数（夕食）

20 代～ 40 代の働き盛りの世代に食育の推進を！
　朝食では、主食・主菜・副菜をそろえて食べる回数が少なく、特に 20 代〜 40 代の半数以上が週
に 0 回でした。（図 2）
　また、夕食では、週に 5 日以上主食・主菜・副菜をそろえて食べている人は、20 代〜 40 代では
7 割程度にとどまった一方、65 歳以上では 9 割以上でした。（図 3）
　このように、特に 20 代〜 40 代の働き盛りの世代で、主食・主菜・副菜が 3 つそろった食事の回
数が少ない傾向にあることがわかりました。

第
Ⅰ
章　

消
費
者
の
食
習
慣
と
食
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

第
Ⅱ
章　

食
育
活
動
へ
の
取
組

第
Ⅲ
章　

具
体
的
な
取
組
の
方
法

第
Ⅳ
章　

活
動
の
事
後
評
価

合計

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20代～40代

50才以上65才未満

65才以上

42.8%20.9%36.3%

51.8%22.6%25.6%

37.6%21.4%41.0%

21.1%15.2%63.8%

0回

1～3回

4～7回

合計

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20代～40代

50才以上65才未満

65才以上

8.1%14.8%77.1%

10.6%20.2%69.2%

5.8%
│9.1%85.2%

 2.8%
│

│
4.4%

92.9%

0回

1～3回

4～7回

● 年齢が高くなるほど、「主食」「主菜」「副菜」がそろったバランスのよい食事を摂る回
数が多い

　　　 20 代～ 40 代で、バランスの良い食事の回数が少ない

ま
と
め

合計 10,000 人

合計 10,000 人

課 題
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（2）食育プログラムの体験と食習慣との関連

食育プログラムの参加が食生活の改善につながる
　では、このような食生活の状況と、食育プログラムの体験との関係はどのようになっているでしょ
うか。「食育セミナー・体験等の参加の継続性」（図 4）及び「農林漁業体験等の参加の継続性」（図 5）
と、主食・主菜・副菜が 3 つそろう回数の関係を、生活者アンケート調査の結果で見てみましょう。
　いずれにおいても、食育プログラムへの参加を継続している人は「主食・主菜・副菜」が 3 つそ
ろう回数が多い傾向があり、食育活動への参加と健全な食生活の醸成は、密接な関係にあることがう
かがえます。

図 4　食育セミナー・体験等の参加の継続性と「主食・主菜・副菜」が 3 つそろう回数（全体）

図 5　農林漁業体験等の参加の継続性と「主食・主菜・副菜」が 3 つそろう回数（全体）

 3.2%
│

合計

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

5年以上前から
続けて参加

2～4年以上前
（5年前未満）で

続けて参加

過去に参加していたが、
現在は参加していない

最近（ここ2年以内に）
参加するようになった

9.3%29.5%61.3%

18.0%78.8%

9.2%27.2%63.6%

6.2%36.4%57.4%

10.8%30.5%58.7%

0～4回

5～10回

11～21回

 4.2%
│

合計

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

5年以上前から
続けて参加

2～4年以上前
（5年前未満）で

続けて参加

過去に参加していたが、
現在は参加していない

最近（ここ2年以内に）
参加するようになった

10.8%32.0%57.2%

21.3%74.5%

10.0%32.1%57.9%

8.0%35.7%56.3%

12.6%33.8%53.6%

0～4回

5～10回

11～21回

● 食育プログラムへの参加を継続している人は、「主食」「主菜」「副菜」がそろったバラ
ンスの良い食事をしている回数が多い

● 食育プログラムへの参加とバランスの良い食事は、密接な関係にある
　　　 食育プログラムに参加する機会を増やす

ま
と
め

合計 2,193 人

合計 2,781 人

課 題
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食育活動の種類は何ですか？

　食育活動には生産から消費に至る過程において、様々な食育プログラムが実施されています。
　本章では、現在実施している、あるいはこれから実施しようとしている食育活動の種類やその目的
を確認し、取組をさらに広げたり深めたりするための連携について、事例を見ながらその効果につい
て学びましょう。

※「食育実践者モニターアンケート」（平成 27 年 1 月、農林水産省）

第Ⅱ章

食育活動への取組

農林漁業体験

産地見学

調理体験（講習会）

講師派遣・出前授業

工場見学

市場見学

生
　
産

加
　
工

流
　
通

消
　
費

フードチェーン 主な目的食育プログラムの種類

農
林
水
産
漁
業
体
験
へ
の
取
組

健
全
な
食
生
活
へ
の
取
組

●生産者と消費者の交流

●農林水産業への理解促進

●環境保全

●生産から加工、流通までの理解促進

●地産地消・地域資源の利活用

●食への感謝の醸成

●食生活の改善

●地域の食文化の伝承

●地域振興（地域コミュニティの活性化）

P24へ

P10へ

P15へ
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（1）取組テーマを広げたい

i.「農林漁業体験」を取り入れてみたい

　食育活動における「農林漁業体験」としては、具体的には、①農林漁業体験、②産地見学、工場・
市場見学といった食育プログラムが考えられます。普段の食育プログラムで「健全な食生活」への取
組を実施している場合、さらに農林漁業体験や産地見学、工場・市場見学を加えると、生産現場への
理解や食べ物への感謝がより一層醸成され、効果的な食育プログラムを実施することができます。
　具体的にどんな食育プログラムがあるのか、確認してみましょう。

① 農林漁業体験

■ 農林漁業体験とは
　食や農林漁業に関する関心や理解を深める上で、農林漁業体験は非常に重要な食育プログラムです。
農林漁業者等の指導のもとで行う、「土づくり・種まき・収穫」といった作業の体験プログラムが「農
林漁業体験」に該当します。
　また、これらの体験と併せて「調理・加工・味わう」といった食体験も一緒に行うことが、関心や
理解を深める効果をより高めるとされています。

■ 体験メニューの例
　農林漁業の体験メニューには、農作物の栽培、牧場作業や漁業体験等といった様々な種類がありま
す。また、農林漁業体験と合わせ、「調理・加工・味わう」といった食体験を組み合わせたり、事前・
事後学習を行うことで理解を深める取組もあります。

図 6　農林漁業体験の例

■ 効果について
　農林漁業体験は農山漁村の活性化や都市との交流、あるいは生物多様性等、環境保全の観点からも、
非常に重要な意味を持っています。また食への感謝や地産地消の大切さを伝えることができます。

　農林漁業体験の対象者別に様々な取組が行われており、それぞれに効果が期待できます。以下に、
対象者別の取組の概要と期待される効果の例を記載しましたが、具体的な取組について詳しく知りた

事前学習
● 基礎知識

● 作業手順等

食体験
● 調理

● 加工

● 味わう

事後学習
● 体験内容の
　 振り返り

● 感想の
　 まとめ等

農林漁業体験
農作物の栽培
　● 米づくり
　● 野菜づくり　等

牧場作業
　● 乳しぼり
　● えさやり　等

漁業体験
　● 地引網
　● のり養殖の作業　等
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い方は、農林水産省ホームページ「参加者のニーズに対応した食育活動事例」（http://www.maff.
go.jp/j/syokuiku/database.html）をご覧ください。

表 1　農林漁業体験の種類と期待される効果の例

対象者 概　要 期待される効果

生徒
児童

小学校、中学校、高等学校等の学校教育
で、児童、生徒を対象に授業時間等を活
用して農林漁業体験を行うものです。

農業体験に加えて、調理・加工・味わう
といった食体験も行うことで、食材への
理解と感謝の気持ちが育まれます。

企業
企業等の研修として、従業員を対象に農
林漁業体験を行うものです。

社員のコミュニケーション能力やチーム
ワーク、リーダーシップの向上、心身の
リラックス等の効果が期待できます。

一般
年代に関係なく参加者を募集して農林漁
業体験を行うものです。

消費者が地元 の活動に参加したり、都
市に住む消費者が農村まで足を運んだり
して農林漁業体験を行うため、生産者と
消費者の交流を深める効果が期待できま
す。

② 産地見学、工場・市場見学

■ 産地見学、工場・市場見学とは
　普段口にしている食材や食品・飲料のルーツに関する関心や理解を深める上で、重要な食育プログ
ラムです。農作物の栽培ほ場、牧場、漁場といった生産現場を見学することが「産地見学」に該当し
ます。また、食品、飲料、お菓子、調味料等の製造工程の見学、市場内の商品や働く人々の様子の見
学等が「工場・市場見学」に該当します。

■ 見学メニューの例
　● 産地見学

　生産者の方から、農産物等の特徴や、生産者の仕事や役割についてお話を聴いたり、実際に栽
培ほ場や牧場、漁場等を見学したりします。例えば牧場の乳搾り等、一部の作業を体験してみる
ことができる場合もあります。 
　また、農家が自家生産した野菜や、地域でとれた農林水産物を調理して提供するレストラン、
伝統野菜や郷土料理を提供しているお店、新鮮な農産物に加え、農家の手作り味噌、漬け物、ジャ
ム等の加工品や総菜等の商品が楽しめる直売所等に立ち寄ることで、 産地見学で得た知識がより
楽しく、印象深いものとなります。

　● 工場見学
　全国で多くの食品、飲料、お菓子、調味料等の工場が見学を受け入れています。製造工程の見
学のほか、各種展示や解説により、企業や工場、商品の歴史、製造ラインの仕組み等を詳しく学
ぶことができます。原料をみて、香りを感じる、できたての試食や試飲、お土産・グッズ購入が
可能な場合もあります。 
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　● 市場見学
　市場では、青果（野菜や果物）、花き、魚を取り扱っています。市場の中で並べられた新鮮な
野菜や果物、花き、魚、働く人々の様子、活気あふれるせりを見学することができます。市場に
よっては見学ツアーを実施しており、果物等の試食もできる場合もあります。

■ 効果について
　産地見学や工場・市場見学は、子供から大人まで幅広い年代の方が、楽しみながら農林水産物や食
品ができるまでの工程等について学ぶことができます。普段口にしているものがどのようにして生産・
加工・出荷され、流通しているのかを、普通の生活の中では立ち入ることのない栽培ほ場・牧場・漁
場や工場・市場の中で見学することで、商品の品質管理・安全確保のための取組について理解するこ
とができます。特に産地見学では、生産者の苦労や工夫を近くで見ることで、食材への理解と感謝の
気持ちが育まれます。
　農業体験だけでなく、調理や地域の食文化も含めた体験とすることで、食べ物が食卓に届くまでの
一連の流れを理解・体験できるような企画をしている例があります。

様々な見学や農林漁業体験の楽しさをまだ知らない方へ

とうふ

探しに行こ
うよ！

食べ物のふ
るさと探しに行こ
うよ！

食べ物のふ
るさと

ハム

いつも食べ
ている食べ

物は、こん
なところか

ら来ていま
す。

市場やマル
シェ

活気あふ
れて

楽しいよ！

田んぼや
畑、牧場

ワクワク体
験が

　待ってい
る！食品工場

おいしい食
べ物作りの

　秘密が
わかるかも

！

さあ、
出かけよう

！

●市場やマルシェ…活気あふれて楽しいよ！
●食品工場…おいしい食べ物　作りの秘密がわかるかも！●田んぼや畑、牧場…ワクワク体験

　が待っている！

いつも食べている食べ物は、
こんなところから来ています。

さあ、出かけよう！

いつ

探しに行こうよ！
食べ物のふるさと
探しに行こうよ！
食べ物のふるさと

農林水産省ホームページからダウンロードして活用できます
http://www.maff.go.jp/j/syokuiku/

市場・工場見学や体験活動 パンフレット（H27作成）
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事例

事例

豆をテーマに生産〜流通〜食卓まで
────

（フジッコ株式会社）

　兵庫県篠山市の特産である黒大豆をテーマにした活動で
は、農業体験に加えて、調理・食文化体験を組み合わせるこ
とで、単なるイベントに終わらず、生産〜流通〜食卓に至る
体験を通じて学べる機会となるよう企画を工夫しています。
　具体的には、黒大豆の種まき・作付け〜収獲で生育過程を
体験した後、流通される黒大豆の原穀の選定ポイントを学習・
体験したり、採れたてを調理・試食したりしています。

特 徴　● 黒豆をテーマに、農業体験に調理・食文化体験を組
み合わせて生産から食卓までを学ぶ

　　　　● 作物の成長や豆の選定のポイントを学習すること
で、農業を身近に感じてもらい、食への感謝を醸成

　　　　●豆を調理、試食して食文化を学習

スーパーマーケットの地域連携
────

（株式会社マルイ）

　岡山県・鳥取県を拠点としたスーパーマーケットの株式会社
マルイでは、平成 18 年より、「食でつなぐひと・まち・こころ」
をテーマに、社内に「食育推進室」を 立ち上げ、地域の行政、
学校、生産者などと横断的に連携し、月 1 回、「食育の日」を決
めて、農業体験から調理体験までの一連の取組を実施していま
す。たとえば、地元の高校と連携し、地域の特産
品である「しょうが」について、生産者の協力の
もと、年間を通じて農業体験や生育状況などを学
び、和食の基本である旨みや地場食材を活用した
地産地消レシピを開発、商品化するなど消費者へ
の啓発活動を実施しています。

特 徴　●  農業体験から調理体験の一連の取組で、食の楽しさ、大切さを知る
　　　　●体験への参加で地域との絆を深める

　農業体験から調理体験までの一連の取組を、単一の活動主体が実施するのは困難であることが多い
ですが、行政、学校、生産者等と横断的に連携することで実現に至った事例があります。
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　　　　食育プログラムへの関心は？（「農林漁業体験」編）
　農林漁業体験に関する食育プログラムに参加したことのない消費者は、どのような体験メ
ニューに関心があるでしょうか。
　生活者アンケート調査結果によれば、男性・女性とも「工場見学」（図 7、図 8）の人気が
あります。また、女性では、「収穫物を使った加工体験」（図 8）も参加したい消費者が多い食
育プログラムとなっています。

図 7　農林漁業に関する体験活動で今後参加したいもの（男性）

 
図 8　農林漁業に関する体験活動で今後参加したいもの（女性）

コラム 1

● 農林漁業体験に関する食育プログラムに参加したことがない人では、「工場見
学」の人気が高い

● 女性では、「収穫物を使った加工体験」の人気が高い
● 年代や性別によるニーズに応じた食育プログラムを実施すると効果が高い

ま
と
め

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

12.9%13.8% 12.6% 12.5% 11.2%30.2%

15.5%13.4% 10.8% 10.5% 11.1%33.0%

9.4%14.8% 14.8% 11.3% 12.3%

6.1%

5.1%

7.2%30.2%

9.1%14.0% 15.6% 19.5% 10.4% 7.8%22.1%

工場見学
体験農園・市民農園
（農業者の指導あり）
生産者と交流しながら
田植え・稲刈り・野菜収穫
などの体験
家庭菜園・市民農園
（農業者の指導なし）
観光農園等（果樹園等）
での収穫体験
収穫物を使った食・
加工体験
農林漁業
（作物の生産や収穫）
に関するセミナーや
講演会、勉強会
その他

合計

20代～40代

50才以上
65才未満

65才以上
1.6%

0.6%

0.7%

│
3.3%

│
2.5%

│
3.6%

│
5.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

11.0% 9.4%10.4%18.0% 17.4%30.3%

13.4% 9.7%10.4%15.9% 15.8%32.2%

7.2% 9.0%8.2%24.0% 18.4%29.2%

7.8% 8.6%13.1%17.8% 20.9%25.6%

工場見学
観光農園等（果樹園等）
での収穫体験
収穫物を使った食・
加工体験
生産者と交流しながら
田植え・稲刈り・野菜収穫
などの体験
家庭菜園・市民農園
（農業者の指導なし）
体験農園・市民農園
（農業者の指導あり）
農林漁業
（作物の生産や収穫）
に関するセミナーや
講演会、勉強会
その他

合計

20代～40代

50才以上
65才未満

65才以上

0.3%

0.5%

0.8%

合計 1,523 人

合計 1,849 人
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ii.「健全な食生活」への取組を取り入れてみたい

　食育活動における「健全な食生活」への取組としては、具体的には、①調理講習会・調理体験、加
工体験、②講師派遣・出前授業といったプログラムが考えられます。普段実施している農林漁業体験
や産地見学、工場市場見学に、自らが収穫した食材を使った調理体験や製造に関った試食を取り入れ
ることは、効果的な食育活動を実施するうえでのポイントとなります。
　いつも口にする食べ物であったとしても、でき上がるまでの物語を知ることで身近に感じられます。
　具体的にどんな食育プログラムがあるのか、確認してみましょう。

① 調理講習会・調理体験、加工体験

■ 調理講習会・調理体験、加工体験とは
　調理講習会・調理体験は、消費者からの人気の高い食育プログラムです。「自分たちで生産した農
産物等を調理する」、「地域に伝わる伝統食を実際に作ってみる」、「バランスの良い食事メニューを作っ
てみる」といったもの等が「調理講習会・調理体験」に該当します。

■ 調理講習会・調理体験、加工体験の例
　自治体や地元の団体、企業等が主催し、地域の名産になっている食材の調理方法を学ぶことによる
食文化の伝承や、ひな祭り等の行事食の調理体験、バランスの良い食生活を営むための食事メニュー
の調理体験等を行っています。特に、地域の食材を用いた調理講習会や調理体験、加工体験には、食
材が作られている生産現場への関心が高まってほしいという願いが込められています。また、地域で
の調理講習会・調理体験、加工体験では、多くの人が集まり、共に調理をすることで、地域活性化を
目指した地域ネットワークづくりにも役立っています。
　親子を対象としたものをはじめ、調理が苦手な若い世代や男性を対象とした食育プログラムが高い
人気を呼んでいます。

第
Ⅰ
章　

消
費
者
の
食
習
慣
と
食
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

第
Ⅱ
章　

食
育
活
動
へ
の
取
組

第
Ⅲ
章　

具
体
的
な
取
組
の
方
法

第
Ⅳ
章　

活
動
の
事
後
評
価



16

　　　　食育プログラムへの関心は？（「健全な食生活の実践」編）
　これまでに食育プログラムに参加したことのない消費者は、どのような食育プログラムに関
心があるでしょうか。
　生活者アンケートによると、男女で傾向が異なります。男性では「工場見学」（図 9）、女性
では「料理教室」（図 10）の人気が高い結果となっています。特に女性では、20 代〜 40 代の
世代で「料理教室」に参加してみたいという消費者が多い傾向にあります。

図 9　食育プログラムに参加したことがない消費者が関心のある食育プログラムへの割合（男性）

 
図 10　食育プログラムに参加したことがない消費者が関心のある食育プログラムへの割合（女性）

コラム 2

● 食育プログラムに参加したことのない人が、関心のある食育プログラムは、男性
では「工場見学」、女性では「料理教室」の人気が高い

●年代や性別によるニーズに応じた食育プログラムを実施すると効果が高い

ま
と
め

0.5%
合計

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20代～40代

50才以上65才未満

65才以上

23.0%27.3%49.2%

18.9%27.3%53.4%

26.5%26.5%46.7%

32.4%28.3%38.3%

セミナー・
講演会

料理教室

工場見学

その他

0.4%

0.3%

1.0%

合計

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20代～40代

50才以上65才未満

65才以上

14.5%41.4%

10.6% 41.4%

19.9%47.1%

24.0%34.3%

セミナー・
講演会

料理教室

工場見学

その他

0.3%

0.2%

1.0%

43.8%

47.8%

33.0%

40.7%

合計 1,568 人

合計 1,966 人
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■ 効果について
　地域の食材や伝統的な調理方法を学ぶことで、次のような効果が期待できます。
　・食材の生産現場への理解・関心や食への関心を深めることができる
　・地産地消の取組へつなげることができる
　また、調理講習会・調理体験、加工体験を実施することで、次のような効果が期待できます。
　・受講者の調理技術が向上する
　・食から健康になるためのバランスの良い食事メニューへの認知や実践を高められる
　なお、企業が調理講習会や加工体験を実施する場合には、製品について、おいしく安全に食べられ
るための工夫が行われていることを消費者に学んでもらうことができます。

② 講師派遣・出前授業

■ 講師派遣・出前授業とは
　専門家が講師として集りに出向き、食に関する講習や体験を行う取組です。調理講習会・調理体験
の現場では、例えば「食事バランスガイド」を活用する等して、日頃の食生活を振り返り正しい食習
慣を学ぶ機会をつくることが大切です。また、地域の食材を使った調理方法を知ることで食文化への
理解を深めたり、調理技術そのものを向上させたりする取組が該当します。

■ 講師派遣・出前授業の例
　幼稚園や学校、地域等の食育の集まりの場に講師を派遣し、食べ物や栄養に関する知識やバランス
の良い食事メニューの作り方、日本の伝統的な食品（発酵食品等）の作り方、地域食材の調理方法等
の講義や実習を行います。「調理が難しい」、「調理に時間がかかる」、「食べ方がわからない」といっ
た理由で近年消費量が減っている魚の調理方法等、現代の問題に即したきめ細かい出前授業の事例も
あります。
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■ 効果について
　食による健康づくりやバランスの良い食事メニューの作り方には栄養学の知識が必要です。

　従来は農業体験だけを行っていましたが、現在は栄養学的な内容も含めた食体験と併せた一連の学
習ができるように、複数の団体が連携し効果を上げている事例があります。

　次の事例では、生産現場や加工現場の見学・体験に加えて、伝統的調味料の成分や味、調理方法に
関する内容の学習機会・食体験を組み合わせることで、食べ物に関するより深い理解を促す工夫が行
われています。

事例

事例

園児が収穫からキッチンまで
────

（一般社団法人岐阜県栄養士会）

　平成 23 年度から岐阜県の受託事業として幼稚園や保育園
（所）に通う５歳児に、「育てる」・「収穫する」の農業や、調
理を体験する体験型幼児料理教室「キッズキッチン」を行っ
ています。親は一切手を出さず、幼児の手だけで全ての作
業をすすめていくことで、五感（視覚、聴覚、嗅覚、味覚、
触覚）を使って子供たちの「生きる力」を育んでいます。
　作物を育てる楽しさを体得し、収穫物を使って調理や味わう食体験をすることにより、生
涯にわたり健全な食生活を実践できる人を育てる食育活動を年に 10 回程度（平成 26 年度）
実施しています。

特 徴　●作物を作るところから食べるところまでを体験
　　　　●体験活動で、食への感謝の醸成や健全な食生活を体得

乳和食のススメ 牧場から工場見学
────

（永利牛乳株式会社）

　酪農の現場を抜きに牛乳は語れないという考えのもと、
昭和 40 年から牧場と工場の両方の見学を年に 70 回程度
実施しています。
　また、 講師を招いて料理教室や試食会で乳和食のメ
ニューを紹介しています。
　この乳和食は味噌や醤油などの伝統的調味料に、「コク
味」や「旨味」を有している牛乳（成分無調整牛乳）を組み合わせることで、食材本来の
風味やコク味を損なわずに減塩しながらおいしく和食を食べてもらうことができます。

特 徴　●牧場と工場の見学で、農林水産業を身近に感じてもらい、地産地消を促進
　　　　●牛乳を使った「乳和食」で日本型食生活や食文化を形成


